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水道事業
水道事業収益
営業収益
営業外収益
特別利益
水道事業収益合計

12億1,796万6,702円
9,012万751円
618万7,123円

13億1,427万4,576円

収益的収入及び支出
水道事業費用
営業費用
営業外費用
特別損失
予備費
水道事業費用合計

10億7,000万2,529円
1億5,515万3,645円

0円
0円

12億2,515万6,174円

資本的収入
企業債
他会計出資金
他会計負担金
固定資産売却代金
工事負担金
国庫補助金
資本的収入合計

1億3,710万円
1,726万2,674円

0円
0円

2,553万6,114円
0円

1億7,989万8,788円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
予備費
資本的支出合計

 2億9,984万1,490円
3億7,089万6,794円

0円
6億7,073万8,284円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額4億9,083万9,496円は、
当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額2,461万9,775
円、当年度分損益勘定留保資金4億3,277万7,498円及び建設改良積
立金3,344万2,223円で補てんしました。

病院事業
病院事業収益
医業収益
医業外収益
病院事業収益合計

18億8,351万1,509円
7億3,576万2,680円

26億1,927万4,189円

収益的収入及び支出
病院事業費用
医業費用
医業外費用
予備費
病院事業費用合計

25億9,730万3,986円
5,601万1,049円

0円
26億5,331万5,035円

資本的収入
他会計負担金
企業債
資本的収入合計

1億1,410万6,685円
2,448万円

1億3,858万6,685円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
企業債償還金
資本的支出合計

 2,695万3,620円
2億2,264万7,716円
2億4,960万1,336円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億1,101万4,651円は、当年度分消費税資本的収支調整額202万4,157円及び過年度分損益勘
定留保資金1億899万494円で補てんしました。

介護サービス事業
介護サービス事業収益
営業収益
営業外収益
介護サービス事業収益合計

3,699万3,365円
229万5,105円

3,928万8,470円

収益的収入及び支出
介護サービス事業費用
営業費用
営業外費用
予備費
介護サービス事業費用合計

4,695万1,182円
272円

0円
4,695万1,454円

○健全化判断比率（単位：％）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、下記のとおり公表します。

○資金不足比率（単位：％）
特別会計の名称
水道事業会計
病院事業会計
介護サービス事業会計
下水道事業特別会計

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

比率
－
－
8.3
2.5

資金不足比率
－
－
－
－

資本的収入
資本的収入合計 0円

資本的収入及び支出
資本的支出
建設改良費
資本的支出合計

 80万9,808円
80万9,808円不足額 80万9,808円

不足額 1億1,101万4,651円

不足額 4億9,083万9,496円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額80万9,808円は、過年度分損益勘定留保資金80万9,808円で補てんしました。

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字額が算出されないため「－」で
表示しました。

※全ての会計で資金不足が算出されないため、資金不足
比率は「－」で表示しました。

早期健全化基準
12.76
17.76
25.0

350.0

財政再生基準
20.0
30.0
35.0

　特別会計は、特定の事業
のために一般会計と切り離
して経理しているもので、
本市の令和元年度の特別会
計は国民健康保険、後期高
齢者医療、介護保険、下水
道事業、健康増進施設恵み
の湯事業の5つの特別会計
で構成されています。
　特別会計総額は、歳入が
149億6,501万5,058円、
歳出が146億5,024万4,419
円で、歳入歳出差引残額は
3億1,477万639円の黒字
決算となりました。
　各特別会計の歳入・歳出
額は右のグラフのとおりで
す。

一　般　会　計
　本市の令和元年度一般会計総額は、歳入240億1,447万4,312円、歳出230億8,356万1,059円
で、歳入から歳出を差し引いた形式収支は9億3,091万3,253円、形式収支から翌年度への繰越財源
を差し引いた実質収支は、8億7,511万5,253円で、黒字決算となりました。

特　別　会　計

0 20億

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介　護　保　険

下 水 道 事 業

健 康 増 進 施 設
恵 み の 湯 事 業

40億 60億 80億

歳入 65億3,957万7,409円

歳出 63億1,147万216円

歳入 7億9,529万6,840円

歳出 7億9,191万9,093円

歳入 65億1,323万5,984円

歳出 64億7,218万349円

歳入 9億3,293万3,086円

歳出 8億9,070万3,022円

歳入 1億8,397万1,739円

歳出 1億8,397万1,739円

歳入・歳出用語の解説
市　税…市民税・固定資産税・軽自動車税など
民生費…福祉の充実、子育て支援などの経費
公債費…市債の償還や利子の支払いに要する経費

歳 入
240億1,447万4,312円

歳 出
230億8,356万1,059円

市税
108億2,533万1,838円
45.08％

民生費
88億5,057万988円
38.34％

衛生費
21億3,776万8,214円
9.26％

公債費
30億1,105万8,996円
13.04％

総務費
24億9,772万7,198円
10.82％

教育費
22億9,480万2,002円
9.94％

土木費
21億7,463万8,471円
9.42％

消防費
8億7,968万1,448円
3.81％

農林水産業費
5億3,972万6,718円
2.34％

商工費
3億8,495万5,660円
1.67％

議会費
2億2,569万2,799円
0.98％ その他

8,693万8,565円
0.38％

地方交付税 
33億7,485万3,000円
14.05％

国庫支出金 
28億7,428万8,552円
11.97％

県支出金
21億5,474万8,273円
8.97％

市債
13億1,410万円
5.47％

地方消費税交付金
10億4,561万3,000円
4.36％

諸収入
5億4,887万5,722円
2.29％

繰越金
4億5,146万9,130円
1.88％

使用料及び手数料
3億9,885万5,170円
1.66％

地方譲与税
3億3,925万9,033円
1.41％ その他

6億8,708万594円
2.86％
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